
1 ¦ 合同式 ２０２４年度 総合教育科目演習 I（金曜 3限）

mは正の整数とする．２つの整数 a，b に対して，a � b が mで割りきれるとき，aと b は mを法とし
て合同であるといい，a � b .mod m/，または，mを法として a � b と表す．この式を合同式という．

1 次の の中に 0; 1; 2; 3; 4の中から適する値を選べ．

a) 16 � .mod 5/ b) 28 � .mod 5/

c) 39 � .mod 5/ d) 47 � .mod 5/

合同式については次のような性質がある．
合同式の性質� �
a � b .mod m/, c � d .mod m/のとき

(1) a C c � b C d .mod m/, a � c � b � d .mod m/.

(2) ac � bd .mod m/

(3) an � bn .mod m/ ただし，nは正の整数．� �
2 5を法として合同な 2つの整数の組の例を 2組あげ，上の (1)，(2)が成り立つことを確かめよ．

3 (3)を用いて 1710 を 5で割ったときの余りを求めよ．
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4 a � b .mod m/であるとは，整数 k を用いて a � b D mk と表せることに他ならない．このことを
用いて合同式の性質 (1)，(2)，(3)を証明せよ．

【裏に続く】



5 任意の整数の 3乗は，7を法として，0, 1, �1のいずれかに合同であることを証明せよ．

6 a) 今日 4月 12日（金）は 2024年の第 103日目である．今年の元日は何曜日であったか．

b) 2023年 1月 1日は何曜日であったか．また，それはなぜか．

c) 2001年 1月 1日は何曜日であったか．また，それはなぜか．

担当：鍬田政人 (kuwata.04f@g.chuo-u.ac.jp)

7 次のような 10個の数からなる集合 Aがある．

A D f1; 3; 6; 14; 29; 60; 121; 249; 501; 1003g

この中から任意の 2つをとって作った差（大きい数から小さい数を引いたもの）の集合D を考える．例え
ば，6 � 1 D 5，501 � 121 D 380だから，5や 380はD に属する．

a) D の要素の個数 n.D/を求めよ．

b) Aの要素を 6を法として合同なもの同志に分類せよ．

c) 集合D の中に 6を法として 0と合同なものはいくつあるか．


